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1．はじめに	 

「夜空の明るさ」調査は、今では全国の高等学校で広く行われており、「SQM (Sky Quality Meter)」が

主な観測機器として用いられている。昨年から私達も夜空の明るさについての研究を始めたが、同じ星空

をカメラで測光した場合と SQMで測光した場合で異なる数値が得られることがあった。そこで、SQMと

カメラの信頼性を詳しく調べることにした。 

(1) SQM-Lの信頼性の評価…SQM-Lが正確な明るさを測定しているかどうかを確かめる。 

(2) カメラの信頼性の評価…デジタル一眼レフカメラが正確な明るさを測定しているかどうかを確かめる。 

(3) 実際の夜空の明るさ測定…SQM-L とデジタル一眼レフカメラで実際の夜空の明るさを測定して、それ

ぞれの値を比較し、実際の観測時に SQMやカメラが正確な明るさを測定しているかどうかを調べる。 
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2．SQM-L の信頼性の評価 
【実験方法】反射光の影響を除くため、測定は暗室内で行う。 

①LED 光源と SQM-L の光感知部位との距離を 110cm とし、

光源に減光フィルターを取り付ける。 

②減光フィルターは、0.375 等級ずつ 21 段階に減光できるも

のを用いる。 

③一段階減光するごとに SQM-L で等級を測定し、減光フィ

ルターの減光の幅と測定した値の減光の幅を比較する。 

④同機種の SQM-L	 3台について同様の実験を行う。 

【結果】 

約 6 等級の減光まではフィルターの減光の幅と SQM で測

定した値の減光の幅が比較的一致していたが、6 等級以上の

弱い光の範囲においては理論値よりも SQM-L の測定値の方

が減光の幅が小さくなっている。測定した 3 台とも同様の傾

向を示した。 

【考察】 

光の強い状況下では SQM-Lの測定値は信頼できると考えられる。光の弱い状況下で SQM-Lの測定値が

理論値より高くなったのは、光源以外の光を完全に除去できなかったことが要因の１つだと推察できる。 



3．カメラの信頼性の評価	 

【実験方法】 

暗室で平面光源を減光フィルター（21段階）で減光したも

のをそれぞれ 3台のカメラ（全て Canon X50）で撮る。シャ

ッター速度は 1/50、F値は 5.7に設定する。その後、カメラ

の蓋をした状態でシャッターを切る。撮った写真を元に各々

数値化し、グラフ化する（補正前のグラフ）。蓋をしていても

シャッターを切る際に、カメラ自身の明かりが上乗せされて

いるため正確な数値が出なくなるので、蓋をした時にも生じ

る明るさの数値を補正前の数値から引く（補正後のグラフ）。 

【結果】 

対数グラフに直して補正すると 3台とも直線になった。暗い方が補正の前後で値の差が大きい。 

【考察】 

カメラは明るさを正確に測定しているため、夜空の明るさ測定には充分な性能を備えている。 

 

4．実際の夜空の明るさ測定	 

【写真の取り方・処理方法】 

雲のない晴れた夜にカメラを天頂に向け、露出時間 30s

で撮影。基準星（等級 4.0~5.0，-0.5≦B-V≦0.5）を探し、

Excelと専用ソフトを用いて夜空の明るさを求める。 

【結果】 

昨年の 21 点に 50 点を加えた全 71 点のデータを処理し

た。等級 21~20付近ではカメラと SQM-Lの値はほぼ一致

した。しかし、空が明るくなるにつれて SQM-L の値がカ

メラよりも明るく測定された。 

【考察】 

特に 19等級より明るい条件下において、SQM-Lはカメラよりも明るい値を計測する場合がある。これ

は、SQM-Lが夜空以外の明るさも計測していることが原因だと考えられる。 

【結論】 

今回は上空が充分に開けた街灯などの影響がない場所を選んで測定したが、市街地などの明るい場所で

は、SQMは本来よりも明るい値を測定した。人工光が近くにあるとその反射光が様々な経路を辿り、一部

の光が SQM に入射する。その結果、夜空以外の明るさも測定するので実際よりも明るい値が測定されて

しまうと考えられる。SQMが 20等級より明るい数値を示したとき、私達はそこに一定量の人工光の影響

を考慮しなければならない。今後は更にデータ数を増やし、SQMの測定値にどの程度のぶれが生じるのか

を明らかにしたい。 


